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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年2月19日(2015.2.19)

【公表番号】特表2014-518540(P2014-518540A)
【公表日】平成26年7月31日(2014.7.31)
【年通号数】公開・登録公報2014-041
【出願番号】特願2013-535209(P2013-535209)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  51/235    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  59/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   51/235    　　　　
   Ｂ０１Ｊ   23/42     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ   59/08     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月19日(2014.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反応容器内で、１，２－プロパンジオール及び酸素を含むガス流から、アルカリ性水性
媒体中、貴金属を含む触媒の存在下、該１，２－プロパンジオールの第１級炭素のＯＨ基
の酸化反応によって乳酸を合成するための触媒による酸化方法であって、
１）触媒の活性化：該触媒及び水素を含むガス流の接触によって該貴金属を還元し；
２）反応容器への供給：該反応容器に該還元された触媒及び１，２‐プロパンジオールの
水溶液を供給し；
３）酸化反応：該触媒及び１，２－プロパンジオール溶液の混合物に酸素を含むガス流を
通気し、該反応容器にアルカリ溶液を添加して固定された値でｐＨを維持し、加熱、攪拌
、及び反応容器内の圧力を制御し；
４）生産物の分離：ろ過によって該触媒を除去し、水相から該乳酸を分離する、工程を含
むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記触媒は、５０ｍ２／ｇ～１０００ｍ２／ｇの範囲内の比表面積を有し、Ａｌ２Ｏ３

、ＴｉＯ２、ＳｉＯ２、ＺｒＯ２、Ｎｂ２Ｏ５、ＣｅＯ２、ＭｇＯ、ＺＳＭ－５、ＭＣＭ
－２２、ＭＣＭ－４１及びゼオライト構造を有するアルミノケイ酸塩から選択される金属
酸化物担体と、白金、パラジウム、ルテニウム、ロジウム及びイリジウムから選択される
貴金属、又はこれらの組み合わせとを含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記触媒は、５０ｍ２／ｇ～１０００ｍ２／ｇの範囲内の比表面積を有し、Ａｌ２Ｏ３

、ＳｉＯ２、ＴｉＯ２及びＺｒＯ２から選択される金属酸化物担体を含む、請求項１又は
２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記貴金属は、白金及びパラジウムから選択される、請求項１～３の何れか１項に記載
の方法。
【請求項５】
　前記触媒が、Ｐｔ／Ａｌ２〇３触媒である、請求項１～４の何れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記触媒が、０．０１％～１０％（ｗ／ｗ）の貴金属含有量を有する、請求項１～５の
何れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記触媒が、０．１％～５％（ｗ／ｗ）の貴金属含有量を有する、請求項１～６の何れ
か１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記触媒の活性化を、該触媒と、０．５％～１００％（ｗ／ｗ）の範囲で水素を含有す
るガス流とを、０．５ｍｌ／分～２００ｍｌ／分の範囲のガス流量で、２００℃～５００
℃の範囲の温度で、０．５時間～５時間接触させることによって、前記反応容器内でイン
サイチュで又はイクスサイチュで予め実施する、請求項１～７の何れか１項に記載の方法
。
【請求項９】
　前記触媒の活性化を、該触媒と、１０％～１００％（ｗ／ｗ）の範囲で水素を含有する
ガス流とを接触させることによって、前記反応容器内でインサイチュで又はイクスサイチ
ュで予め実施する、請求項１～８の何れか１項に記載の方法。
 
【請求項１０】
　前記触媒の活性化を、該触媒と、０．５％～１００％（ｗ／ｗ）の範囲で水素を含有す
るガス流とを接触させることによって、前記反応容器内でインサイチュで又はイクスサイ
チュで予め実施する、請求項１～７の何れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記触媒の活性化を、１ｍｌ／分～１５０ｍｌ／分の範囲のガス流量で実施する、請求
項１～１０の何れか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記触媒の活性化を、３００℃～５００℃の範囲の温度で実施する、請求項１～１１の
何れか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記触媒の活性化を、該触媒と前記ガス流とを１時間～５時間接触させることによって
め実施する、請求項１～１２の何れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記反応容器への供給を、バッチ式又は連続式で行う、請求項１～１３の何れか１項に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、下記の反応条件下で行われることを特徴とする、請
求項１～１４の何れか１項に記載の乳酸を合成するための触媒による酸化方法：
　前記１，２－プロパンジオールの濃度は、０．０１～純粋基質の範囲であり；
　触媒／１，２－プロパンジオール溶液比は、１／４～１／２０の範囲であり；
　固定された反応ｐＨ値は、０．１Ｍ～２Ｍの範囲内の濃度の、アルカリ金属及びアルカ
リ土類金属の水酸化物及び炭酸塩の水溶液から選択されるアルカリ溶液の制御された添加
により、７～１４．０の範囲であり；
　攪拌は、２００ｒｐｍ～２０００ｒｐｍの範囲であり；
　温度は、２０℃～１００℃の範囲であり；
　圧力は、１バール～５バールの範囲内であり；
　窒素に酸素を含むガス流は、０．５％～１００％（ｖ／ｖ）の範囲の濃度で酸素を含み
、１０ｍｌ／分～１００ｍｌ／分の範囲の流量で該反応容器に導入される。
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【請求項１６】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、アルカリ溶液の制御された添加により、８．０～１
２．０の範囲である固定された値のｐＨで行われる、請求項１～１５の何れか１項に記載
の方法。
【請求項１７】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、ＮａＯＨ又はＫＯＨの水溶液であるアルカリ溶液の
制御された添加により固定された値のｐＨで行われる、請求項１～１６の何れか１項に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、０．５Ｍ～１．５Ｍの範囲内の濃度のアルカリ溶液
の制御された添加により固定された値のｐＨで行われる、請求項１～１７の何れか１項に
記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、６００ｒｐｍ～１２００ｒｐｍの範囲で攪拌しなが
ら行われる、請求項１～１８の何れか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、３０℃～７０℃の範囲の温度で行われる、請求項１
～１９の何れか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、１バール～３バールの範囲の圧力で行われる、請求
項１～２０の何れか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１級炭素のＯＨ基の酸化は、窒素に１０％～３０％（ｖ／ｖ）の範囲の濃度で酸
素を含むガス流を、１０ｍｌ／分～１００ｍｌ／分の範囲の流量で該反応容器に導入する
ことにより行われる、請求項１～２１の何れか１項に記載の方法。
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